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女性の 9.8% が糖尿病有病者で、50 歳を超えると増
えはじめ、70 歳以上では男性の 4 人に 1 人 (22.3%)、




























　対象者は A 氏 70 歳代後半、20 年来の糖尿の既往
歴があり、6 週間に一度のペースで O 病院の外来に
通院していた。平成 23 年 7 月に自宅で倒れている
ところを発見され、O 病院に救急搬送され、そのま
ま入院となる。筆頭著者は 11 月初旬から 5 週間、







笹邊順子 *　住吉和子 **　中山法子 ***
要旨　重篤な合併症を有する高齢 2 型糖尿病患者に自我発達を促す援助を提供し、その後の患者と看護師の
変化を明らかにすることを目的とする。O 病院で、実習生として 70 歳代後半の A 氏を担当した。医療者と家
族と A 氏の間に距離があり、医療者に対して批判的に捉えている A 氏に対して、自我発達を促す援助を計画










































































































































































　A 氏は医療処置が多く、筆頭著者が A 氏と話せ
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